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アゲマキガイの中腸腺の構造

山元憲ーに半田岳志

Structure of the digestive diverticula of the Razor-shell， Sinonovαculαconstrictα 
(Mollusca : Bivalvia : E山 mellibrar油 ia)

Ken -ichi Y amamoto i and Takeshi Handa 

Abstract : The corrosion resin叫 castsand the tissue preparations of th巴 digestivediverticula of the 

Razor-shell， Sinonovacula constricta were observed. The resin-casts were made of the prepolymerization 

methyl m巴thacrylate(MercoxCレ 2R) containing 10 % Mercox MA. The tissue preparations were stained 

with Azan. The digestive diverticula developed up to 1/4 of the circumferenc巴 ofstomach. The origins of 

the ducts opened at 2 embayments on the stomach. Internal wall of the duct was uniformly covered with 

the cilium from th巴originto the apex. Each tubule extended at the end of the duct 

Key word : Razor-shell ; Eulamellibranchia ; Corrosion resin向 cast; Digestive div巴rticula; Duct ; Tubule 

持者 広::t

二枚貝の中腸腺は，栄養吸収および老廃物の排j世に関与

していると言われている 1. 。このような中腸腺は，胃の

周悶に位置し 3) 胃に関口した導管で連結している。

中腸腺の導管と中筋腺細管の構造は組織像の観察から模式

的に図示されており 7-9) 胃と導管の構造は，ゼラチンを

利用した鋳型からマガキCrassostreagigasで図示されてい

るj)。しかし，関と導管，導管と中腸腺細管の位置関係を

立体的に明らかにした例は見られない。

そこで，著者らは，腹足織の 5種類10凶に続いて，二枚

員綱のイガイ目(等糸鯨目)のムラサキイガイMytilusgal 

loprovincialisベイガイ目で擬弁鯨型を示すリシケタイラ

ギ、Atγ仰ι (Servatrin日) lischke仰叫附，ウグイスカ、イ自で擬

弁鯨型を示すアコヤガイ Pinctadafucata martensiil7J，カキ

包で擬弁線型を示すマガキ出の中腸腺について，半重合

メチルメタクリレートを使って鋳型を作成し，切片襟本の

観察および悶定標本を切開した断面像の観察を行って，習

と中腸腺の立{材薄造を明らかにしている。本研究では，二

枚貝綱真弁書忠類マルスダレガイ自のアゲマキガイ Silωnova
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cula constrictaを用いて，前記と同様にして鋳型および切片

標本を作成し，閤定標本を観察して中腸腺の立体構造およ

び組織像を調べたので報告する。なお，分類は波部ら問

および奥谷町に従った。

材料および方法

実験には，佐賀県有明水産研究所から入手した殻長82ごと

16mm (平均値土標準備差)のもの13個体および殻高 8土

1 mmのもの10個4本のアゲマキガイを用いた。アゲマキガ

イは，入手後， 0.5μm 以上の粒子を除去した海水を l

l/min注水した状態で 5-10日間蓄養して実験に供した。

鋳型鋳型の作成は， Handa and Y amamoto2lJ ~こ準じて，

主剤 (MERCOXCL-2 R，応研商事株式会社) 3lnl当り硬

化剤 (MERCOXMA，応、研商事株式会社)約O.lgを混入し

たもの(以降，樹脂と表す)を用いて，次のようにして行っ

た。まず，アゲマキガイを約0.4MIIの塩化マグネシウム

水溶液却に，約20分間浸潰して左殻を取り除いた。口か

ら食道へi慮過海水を満たしたポリエチレン細管(タHit約 l

mm，長さ20cm，Hibiki No. 3) を約 5mm挿入し，プラス

水産大学校生物生産学科 (Departmentof Applied Aquabiology， National Fisheries University) 
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チック裂の注射傍(5叫， Top) を使って 2分間に約 1ml

の速さで総量約 3mlの樹脂を注入した。注入後，細管の

一端を炎で、あぶって封入し，海水中で樹脂を硬化させ， 20%

水酸化ナトリウム水溶液に浸潰して肉質部を除去し，水洗

した。

需の断面像観察は， Davidsoni夜(エタノール:ホルマリ

ン:氷酢酸:蒸留水口66: 44 : 23 : 67)口)で固定後，安全

剃万で腎の部分を中心に軟体部を切開して行った。

組織像観察は，小さい方の10個体を用いて，山元ら目)

と同様にしてDavidsoni夜で、固定した後，常法に従ってパラ

フイン切片 (10μm) を作成し，アザン染色して行った。

結果

中日湯腺は，食道と腸に挟まれるようにして腎の周囲の約

1/4の部位に展開していた (Figs.1 -8)。腸は複雑な螺旋

構造を示していた (Figs.4 ， 5)。導管は，胃援が大きく

湾入してEmbayment構造1-6)を示した 2箇所からそれぞれ

複数本が出ていた (Figs.3 ， 5 ， 9) 0 Embayment構造から

出た導管は枝分かれを繰り返して次第に細くなり (Figs.

2，5，6 ， 9)，内面はそれらの末端から伸びている中腸腺

細管との境までアザン染色で赤く染まるFlagellatedcellで

構成され，繊毛で、覆われていた (Fig.lO)。中腸腺細管は

導管の末端から房;犬をなして夜接 1本ずつ出ている様子が

確認された (Figs.9 ，10)。その組織像は，導管と異なっ

てアザン染色で背く染まる消化細胞 (Digestivecell) で周

閤を固まれ，焔入した部位 (Crypt構造)には赤く染まっ

た暗細胞 (Darklystaining cell)が確認された (Fig.lO)。

考 察

Yonge')は，原惣類，糸線類，真弁鯨類の34穫を調べて，

中腸腺はいずれも胃を囲むようにして存在していると報告

している。等糸惚類(イガイ日)のタイラギベ擬弁惚日

のアコヤガイ m やカキ日のマガキ凶では，中腸腺は問様

に食道および胃の周囲に位置しているが，殻の会合部分に

面した噴門部から幽門部にかけての胃の外側には存在しな

いことが報告されている。真弁惣類のアゲマキガイでは，

中腸腺は胃の周囲に位置したが，タイラギ，アコヤガイや

マガキと比較しでも胃の周囲に展開している中腸腺の範囲

は著しく狭い(胃の周囲の約 1/4)ことが明らかである。

Purchon.1 6)は，中腸腺の導管が胃墜に関口している部

{立を 2つに分けており 1つは導管が直接胃墜に関口して

いるところをOrifices，胃援の湾入したところに関口して

いるところをEmbaym巴ntsとしている。アゲ、マキガイは，

アコヤガイ m やその仲間であるPinctada叩 19aηS.I) と同様

にEmbayments構造を示していた。 Embayments構造の数は

アコヤガイ m やその仲間であるPinctadavulgarisりでは 5

箇所あると報告されている。しかし，アゲマキガイではこ

れらよりも数が少なく 2箇所からなっていた。

アゲマキガイの導管が胃から中腸腺細管へ進むに従って

枝分かれして次第に縮くなる構造は，原鰐

科N日cu叫凶lidaε乙，等糸自偲恩類および真弁惚類について図示され

ている7)ものと同様でで、ある。しかし，等糸線類および真

弁鯨類では，導管は主導管 (Mainduct) と二次導管

(Secondary duct) とに分かれ，主導管は断面をみると繊

毛で覆われている部分と郁子縁で、覆われている部分に分か

れて構成され，二次導管は全体が刷子縁で覆われた構造と

なっていると報告されている 8)。等糸鯨類のムラサキイガ

イやマガキでは，二次導管は周囲が刷子縁で覆われている

と報告されている山ヘしかし，真弁鰐l類であるアゲマキ

ガイでは，導管の末端は中腸腺細管との境までアザン染色

で赤く染まるFlagellated cellで、構成され，内面には繊毛

が確認されたことから，アゲマキガイの導管は，周囲を刷

子縁で、覆っているとされる二次導管と異なる構造を示すと

考えられる。

中腸腺細管は，糸紙類である Anadara subcrenataや

βrachidontes senhousiaで、は導管の末端から出た後に，中腸

腺細管が枝分かれする型 (Simplebranching type I)を，

等糸鯨類や真弁紙類では導管の末端に 1つずつ独立して出

ている型 (Simplebranching typ巴II)S) を示すとされてい

る。アゲマキガイでも真弁惣類の特徴である， type IIの様

棺を示していた。

中腸腺細管のE諮問胞は，繊毛を備えており，若い細胞で

将来栄養細胞になると推測されている U。このような精細

胞は，真弁鯨類で、i;tCryptに存在していることが知られて

いる刻。アゲマキガイでも中腸腺細管は真弁鰐、類の特徴を

示し，精細胞をCryptに備えているf象が確認された。

要約

アゲマキガイの中腸腺の構造を鋳型および組織像から調

べた。中日号腺は，食道と腸に挟まれるようにして胃の約 l

/4の範聞に展開していた。導管は，胃壁が大きく湾入し

た 2箇所から出ていた。導管は先端まで一様で内壁が

Flagellated cellからなり，繊毛で覆われていた。中腸腺細
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管は導管の末端から l本ずつ独立して出ていた。
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Fig. 3. Cutting view of th巴 softpart of the Razor-shell. a : lateral view (1ほht)，b : lateral view (left)， 0 : 
digestive diverticula， ST : stomach， GD : gonad， IN : intestine， OS : oesophagus， M: mouth， E 1 
and E 2: embayment， 00: duct， T : tubule. Bar in A= 1 cm， Bars in B and C= 1 mm 
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 m
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 p
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 D
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 f
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 m
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E
m
b
a
y
m
e
n
t
，

 d
u
c
t
 a
n
d
 t
u
b
u
l
e
 o
f 
th
e 
d
i
g
巴
st
iv
e
d
i
v
e
r
t
i
c
u
l
a
 o
f 
t
h
e
 R

a
z
o
r
-
s
h
e
ll. 

D
 :

 d
i
g
e
st
iv
e

 d
i
v
e
r
t
i
c
u
l
a
，

 D
D
 :
 d
u
c
t
，

 T
 :

 t
u
b
u
l
e
，

 E
M

 
e
m
b
a
y
m
巴
n
t.

A
z
a
n
 s
ta
in

in
g. 

B
a
r
s
 i
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 a
n
d
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=
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，
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 a
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d
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 =
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 d
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 D
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 d
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